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国 土 交 通 省

山形河川国道事務所

一般国道４７号 高屋道路
た か や

(仮)高屋トンネルの対策方針が決定
た か や

～「(仮）高屋トンネル」施工技術検討委員会により対策方針を検討～

○地域高規格道路である新庄酒田道路の一部を構成する高屋道路
しんじよう さ か た た か や

（延長３．４ｋｍ）については、現在、「（仮）猪ノ鼻トンネル」の工事を
い の は な

進めているところです。

○今後着手する「（仮）高屋トンネル」については、既設のＪＲ陸羽西
た か や

線 第２高屋トンネルと近接して交差する計画であるため、技術的

課題が多い箇所となっております。

○このため、学識者等で構成する「(仮)高屋トンネル」施工技術検討
た か や

委員会を設置し、対策内容や施工方法等について検討を行ってき

ましたが、今般、その対策方針が決定しましたのでお知らせしま
す。

■委員会開催経緯
第１回目：平成３１年３月２０日（水）
第２回目：令和元年８月 ９日（金）

■対策方針
①既設JR陸羽西線 第２高屋トンネルの補強対策
②国道４７号（仮）高屋トンネルの掘削補助工法
③国道４７号（仮）高屋トンネル周辺地山の補強対策
※詳細は別紙ｰ１を参照

＜発表記者会：山形県政記者クラブ、新庄新聞放送記者会、山形建設業界専門紙＞

問 合 せ 先

国土交通省 東北地方整備局 山形河川国道事務所

電話番号 023-688-8421（代表）

副所長（道路） 石 井 真 吾（内線205）
い し い し ん ご
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国道４７号「（仮）高屋トンネル」

高屋トンネルとＪＲトンネルの交差状況

平面図 断面図

①JR陸羽西線
第２高屋トンネル
の補強対策

②国道４７号

（仮）高屋トンネルの
掘削補助工法

JR陸羽西線
第２高屋トンネル

国道４７号
（仮）高屋トンネル

③国道４７号
（仮）高屋トンネル
周辺地山の補強対策

別紙－１（１／２）

①～③：対策方針

対策イメージ



▲ 図－３（パイプルーフイメージ）

施工順序
①パイプルーフ工
②トンネル掘削

掘削後、直ちにコンクリート
でリング状に閉合

掘削面

①既設ＪＲ陸羽西線 第２高屋トンネルの補強対策
既設ＪＲ陸羽西線第２高屋トンネルの変形や軌道が変位

しないよう事前に内巻コンクリート工などトンネル補強対策
を実施。（図－１）

②国道４７号（仮）高屋トンネルの掘削補助工法
トンネル掘削の際に地山の崩落や変形を生じさせないようにするため、トンネル掘削前に掘削箇所の周囲に鋼管を

打設するパイプルーフ工法を採用。 （図－２、３）
また、トンネル掘削後、直ちにトンネル断面をコンクリートでリング状に閉合する全断面掘削工法の採用により、

安定性の高いトンネルが形成されトンネルの変形を抑制。 （図－４）

対策方針の詳細

③国道４７号（仮）高屋トンネル周辺地山の補強対策
（仮）高屋トンネルとＪＲ陸羽西線の間の地山が抜け落ちたり沈下しないよう
薬液注入工を実施。（図－５）

◀ 図－１

▲ 図－２

▲ 図－４

◀ 図－５

①裏込め注入工
②レンガ覆工
目地補修

④セントル
補強工

③ストラット補強工
⑤内巻コンクリート工

レンガ覆工

別紙－１（２／２）

注入工イメージ
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